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１．緒言  

 近年，爆破テロや爆発事故が多発しており，接触爆発

を受けるコンクリート系構造物に対する補強方法の確

立が求められている．これまでに，連続繊維シートによ

る裏面補強 1)やポリプロピレン短繊維補強コンクリー

トによる補強の効果 2)が確認されている．本研究は，近

年開発された鋼繊維補強無孔性コンクリート（PFC）パ

ネルに対する接触爆発実験を行い，PFC パネルの局部破

壊について検討を行ったものである． 

２．実験の概要  

 実験の概要を図－1 に示す．実験は，鉄筋コンクリー

ト版あるいは PFC パネルを支持具上に設置し，4 辺支持

の状態で Composition C-4（C-4）爆薬を板状試験体の中

央に接触させて起爆した．鉄筋コンクリート（RC）版お

よび PFC パネルの平面寸法は 500mm×500mm，板厚は

100mm とした．RC 版の配筋図を図－2 に示す．PFC は

最密粒度となる結合材を使用し，脱型直後の強制吸水処

理とその後の 2 段階の熱養生によって，マトリクス中に

存在するミクロ空隙を消失させている 3)．そのうえで，

鋼繊維を混入した．PFC に混入した鋼繊維の直径および

長さは，それぞれ 0.2 および 15mm であり，引張強度お

よびヤング係数はそれぞれ2800および2.1×105N/mm2で

ある．本研究では，繊維混入量の影響を考察するために，

混入量を 2.0（PFC-ST2.0）および 3.5 vol%（PFC-ST3.5）

に変化させた．なお，PFC パネルには鉄筋は配置してい

ない．コンクリートの圧縮強度は 31N/mm2 であり，PFC-

ST2.0 および PFC-ST3.5 の圧縮強度はそれぞれ 304 およ

び 316N/mm2 であった．C-4 爆薬の密度は 1.4g/cm3 であ

り，直径と高さが等しい円柱形に成形した．爆薬量につ

いては 30，40，50，70，150g を基本ケースとし，PFC パ

ネルについては追加として爆薬量 250g の実験を行っ

た． 

３．実験結果および考察  

 RC 版の裏面に生じた破壊性状を図－3 に示す．図か 
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図－1 実験の概要 

図－2 鉄筋コンクリート版の配筋 

図－3 鉄筋コンクリート版裏面の破壊性状 
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ら，爆薬量 40g では表面にのみ破壊が発生したが，爆薬量

50g および 70ｇでは裏面剥離が，爆薬量 150g では貫通が

生じた．図－4 および図－5 に，それぞれ PFC-ST2.0 およ

び PFC-ST3.5 パネル裏面の破壊性状を示す．図から，いず

れも爆薬量 40～70g において，裏面にひび割れが発生す

るが，剥離するまでには至っていない．爆薬量 150g の場

合には，いずれも裏面剥離が発生した．爆薬量 250g の場

合には，PFC-ST2.0 パネルには貫通孔が発生したが，PFC-

ST3.5 パネルには貫通は発生しなかった．図－6 は，表面

のクレータ深さ Cd と裏面剥離の深さ Sd の和を板厚 T で

除した値と爆薬量の関係を示している．すなわち，

(Cd+Sd)/T が 1.0 を超えると貫通が発生することを示している．図から，爆薬量の増加とともに，PFC パネル

の(Cd+Sd)/TはRC版に比べて緩やかに増加しており，PFCの局部破壊が抑制される傾向が明瞭に認められる．

また，繊維混入量が高い PFC-ST3.5 パネルの(Cd+Sd)/T が PFC-ST2.0 パネルよりもやや小さい傾向が認められ

るが，今後，詳細に検討する必要がある． 

４．結言  

 本研究は，PFC パネルに対する接触爆発実験を行い，PFC パネルの局部破壊抑制効果を確認した．今後，繊

維混入量や板厚が局部破壊抑制効果に与える影響について検討する予定である． 
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図－4 PFC-ST2.0 パネル裏面の破壊性状 
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図－5 PFC-ST3.5 パネル裏面の破壊性状 

図－6 破壊深さの比較 
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